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審査概要および審査結果（論文）

〈審査請求論文の経過と論文の概要〉

申請者長坂洋輔氏は、2006年 4 月、中京大学情報理工学部情報メディア工学科入学、2010年 3 月、同情

報メディア工学科卒業（情報理工学学士）、2010年 4 月同大学院情報科学研究科メディア科学専攻博士前

期課程入学、2012年 3 月、同メディア科学専攻博士前期課程修了（メディア科学修士）、2012年 4 月同メディ

ア科学専攻博士後期課程入学し、現在に至っている。この間、申請学位論文「高品位な画像誇張のための

モーフィング法とその応用研究」に至る研究を精力的に推進してきた。

本申請論文は、画像モーフィングの 2つの基本問題、すなわち画像間テクスチャ対応づけ問題と外挿

モーフィングに伴う濃度値ダイナミックレンジの圧縮問題に対して正面から取り組み、それらを解決する

画像処理手法の提案にそれぞれ成功し、続いて、両者を基礎にした応用システムを構築することにまで成

果を昇華させた意欲的な研究である。前者では、画像モーフィングに付きもののエッジ部に発生するゴー

ストを抑制する画像処理手法を提案することに成功し（ 3章）、後者の基本問題では、256階調を上下に逸

脱しても画像テクスチャを担保できる画像処理手法を構築することに成功しているばかりでなく（ 4章）、

さらにこれらを総合して、肌のキメを操作する仮想化粧評価のできる応用システムを構想し（ 5章）、そ

の実装検証にまで着手している。

〈審査申請論文の内容と評価〉

申請者　長坂洋輔氏　が提出した本論文「高品位な画像誇張のためのモーフィング法とその応用研究」
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は、次の総計 8つの章から構成されている。

第 1章「緒言」では、本論文のテーマの背景と画像処理研究における位置付けと意義、本論文の構成に

ついてまとめている。すなわち、画像モーフィングにおける視覚感性と視覚感覚の取り扱いを考察し、画

像モーフィング技術の基本問題、つまり画像間テクスチャ対応づけ問題と外挿モーフィングに伴う濃度値

ダイナミックレンジの圧縮問題を抽出・整理して、さらにこれらの基本問題を解決する先にある肌キメ仮

想操作の応用技術の可能性を示し、もって、本研究の全体の基本構成を明らかにしている。

第 2章「画像モーフィングの原理と基本問題」では、モーフィングの概要、画像モーフィングの原理、モー

フィングの内挿と外挿の原理とそこに潜在する基本問題の所在を明確化している。

第 3章「画像間の対応付け修正手法」では、画像間の濃度共起性に注目した画像間共起度数画像なる新

規な特徴画像を導入するという着想をえて、テクスチャ誤対応領域の抽出法を新規に開発することに成功

し、この提案手法の有効性を実験によって検証しその意義を慎重に考察している。

第 4章「外挿モーフィングのためのダイナミックレンジ圧縮手法」では、位置不変な濃度階調変換手法

と位置不変でない階調変換手法をそれぞれ独自に開発・実装して、外挿モーフィングに伴って発生する

256濃度階調の逸脱現象による白トビ、黒ツブレを抑制することに成功し、実験的にその有効性を明らか

にしている。

第 5章「顔画像の肌の粗さを局所的に操作する手法」では、顔画像にみられる肌の粗さの操作手法の構

築、そのための肌の粗さの定量化法、表色系の工夫、その実装法を明らかにし、詳細にその性能を考察し

ている。

第 6章「提案手法の組み合わせによる画像の誇張実験」では、前二章による形状とテクスチャの適正化

成果を第 5章のシステムに統合することで、肌の粗さ操作手法の性能を高めることを実証し、さらに化粧

評価仮想評価応用システムの実現につなげて、画像モーフィング技術の新しい応用の可能性を論じてい

る。

第 7章「結言」と第 8章「今後の課題と展望」では、本研究を総括し、当該研究分野の今後の展望に関

して考察を加えている。

この間の研究成果は、当該関連分野の学術論文としてまとめられ、また主要な国際会議において発表の

機会を得ており、研究内容が学術的に十分な認知を得ている。それらは、国内の主要な学術論文（電子情

報通信学会、日本顔学会、精密工学会） 3件、国際学会の論文 8件である。とりわけ、本博士論文研究推

進の過程にて、優秀論文発表賞（2012年度電気学会産業応用部門）を受賞したことは、学術研究としての

本研究の認知度を覗う意味から注目に値する。

〈研究の今後の展開、推進の評価〉

これらの研究テーマの成果として開発された画像モーフィング基礎技術とその応用システムは、画像産

業応用の諸分野において、特に、顔研究のメッカである日本顔学会の学際的学術コミュニティにおいては、

心理学研究、似顔絵研究、歯学研究、化粧学などとの共同研究の芽を生み始めており、本研究の今後の展

開への期待がこのように外部から寄せられていることは、高く評価される。

〈審査結果〉

以上の審査結果を総合的に判断して、本審査委員会は、申請者長坂洋輔氏の提出した論文は課程博士（メ

ディア科学）の学位論文として十分に適格であると認め、全員一致にて「合」と判定したので報告する。
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審査概要および審査結果（最終試験）

1 ．口頭試問の実施

当審査委員会は最終試験にかえて、2014年10月11日、12月23日の予備審査会、ならびに2015年 1 月19日

の公聴会において、申請者の論文内容に関する口頭発表を求めるとともに、専攻分野における学識と研究

能力を審査するための口頭試問を行った。

2 ．既刊論文の調査

当審査委員会は、2014年 9 月17日の学位審査申請時点で、申請者を筆頭著者とし、かつ、第 3者の査読

を経て採録もしくは採録が決定されている関連論文を調査し、以下の11編がそれに該当することを確認し

た。（審査中に生じた変更は加筆した）

［学術論文］
著者氏名

（全員・記載順）
著書､ 論文､ 翻訳著書名及び
研究報告（発表）の題目

出版社名、記載雑誌名（巻号・頁）
又は発表学会名等

発行又は
発表の年

長坂洋輔，藤原孝幸，
舟橋琢磨，輿水大和

画像モーフィングのための画像間の共起度
数画像を用いたテクスチャ対応修正手法

電子情報通信学会論文誌 D, Vol.J97-D, 

No.2, pp.316-329 2014

長坂洋輔，舟橋琢磨，
輿水大和

顔画像の肌の粗さを局所的に操作する手法
の提案 日本顔学会誌 , Vol.14, No.1, pp.85-96 2014

長坂洋輔，舟橋琢磨，
輿水大和

外挿画像モーフィングのためのダイナミッ
クレンジ圧縮

精 密 工 学 会 誌 , Vol.80, No.12, pp.1206-
1212 2014

［国際会議］
Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi, 

Akira Nakayama and 

Hiroyasu Koshimizu

Noise Smoothing Method for Exterior 

Division of Image Morphing

Proceedings of IWAIT2011,  Oral.III.5/Video 

Technology
2011

Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

A Method for Noise Suppression in Image 

Morphing Using Co-occurrence Frequency 

Image

Proceedings of ICMA2011, pp.630-634 2011

Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

Contrast Preserving Dynamic Range 

Compression for Emphasizing Texture by 

Image Morphing

Proceedings of IWAIT2012, pp.640-645 2012

Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

Texture Correspondence Modification for 

Morphing Using Co-occurrence Frequency 

Image

Proceedings of IWAIT2013, pp.1156-1161 2013

Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

Ghost Removal Method for Image Morphing 

using Co-occurrence Frequency Image
Proceedings of FCV2013, pp.213-219 2013

Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

A Method for Supplementing Feature Points 

using Co-occurrence Frequency of Gray 

Values

Proceedings of QCAV2013, pp.207-213 2013
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Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

Feature Points Supplementing Method for 

Ghost Removal of Image Morphing
Proceedings of IWAIT2014, pp.414-419 2014

Yosuke Nagasaka, 

Takayuki Fujiwara, 

Takuma Funahashi and 

Hiroyasu Koshimizu

Local Contrast Preservative Dynamic Range 

Compression for Extrapolation of Image 

Morphing

Proceedings of FCV2014, pp.164-169 2014

3．最終試験結果

当審査委員会は、上記 1．および 2．の結果から、申請者長坂洋輔氏は、専攻分野における十分な学識と

研究能力を有すると判断し、全員一致で最終試験は「合」と判定した。



―5―

審査経過

2014年 9 月17日 論文受理

2014年 9 月17日 論文博士審査委員会設置（研究科委員会）

2014年 10月11日 予備審査会（口述発表、口頭試問）

  第 1 回予備審査委員会

2014年 12月23日 第 2 回予備審査委員会

2015年 1 月13日～ 1月20日 論文公示

2015年 1 月19日 公聴会（口述発表、口頭試問）

  第 3 回予備審査委員会

2015年 1 月21日 研究科委員会に審査結果の報告

  投票による合否の判定


